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乱用薬物 ハ ル マ ラの 鑑定 とPeganum 　harmata 中の

harmaline 及 び harmine 含量
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　In　this　country ，　Harmala　seeds 　are 　the　object 　ofthe 　interest　of　some 　youths　as　illegal　drugs．

This　study 　identified　that　the 　plant　origin 　of 　Harmala 　 seeds 　 was 　Peganum 　harmala　L．　by

cultivation　of　seeds 　in　the　package．　Pegan ”m 　harmara　was 　glabrous，　perennial　herbaceeus

30−60cm ．　Hairless．　Leaves　were 　altemate
，
　deeply　and 　irregulary　pinnatisect，

　w 量th　widths 　of

L5 −3　 mm ，　 and 　 a　disagreeable　 odor 　when 　 rumpled ．　Opposite　to　leaves　 were 　 solitary 　white

flowers　with 　green　velns ．　Capsules　7−10 皿 m ．　Angular　brownish　seeds 　bearlng　alveolate

structure　on　surface 　and 　the　longer　axis　x　the　minor 　axis ： 2．9−3．3　mm 　x　L5−1．8　mm

Peganum 　harmala　contained 　harrnine　and 　harmalile，　members 　of　the　beta−carbeline 　chemical

class ；both　are　potent　reversible　inhibitors　 of　the　enzyme 　monoamine 　oxidase （MAO ）．

Harmine 　ranged 　27．2−105．9　mg ！g　while 　ha  allne 田 nged 　55，8−ll9．2　mg ！g　in　the　seeds ，　and

harmine　ranged 　27．5−34，4　mg ／g　while 　hamlaline　range 　O．4−0．5　mg 〆g　in　the　roots．

　When 　we 　judge　the　Hannala　seeds 　used 　as　abuse 　drugs，量t　is　necessary 　to　confirm 　the

f（）llowing：the　dimensions　of 　the　longer　axis 　and 　the　m 孟nor 　axis ，　the　brown 　to　blackish　brown

color ，　the 酒 angular 　shape ，　 the　sma 且l　 concave 　structure　appearance 　observable 　with 　a

substance 　microscope 　or　a　scanning 　electron　microscope ，　and 　ham 孟ne 　and 　ha  aline　ana 】ysis

by　TLC 　or　HPLC ．

Keywords ：Harmala 　seeds ，　abuse 　drugs，　Peganum 　harmala，　Judgement，　harmine，　ha  aline，

TLC
，
　HPLC

　近年，乱用薬物 の 1 っ と し て 植物系 ドラ ッ グ ・ハ ル マ ラ

Harmala が，輸入雑貨店や ア ダル トシ ョ ッ プ あ るい は イ ン

ター
ネ ッ ト上 で 販売 されて い る．ハ ル マ ラは植物種子 で，

原植物 は Peganum 　harmala　L．と言われて い るが，R　harmaia
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は こ れ ま で 国 内 で は薬 用 また は園 芸 植 物 な どで導入 され

た経 緯 が な く，植 物 の 詳 細 につ い て の 報 告 が な い ．

　P θg αη翩 伽 襯 ‘α は 北 ア フ リカ．中東，地 中海 沿岸 か ら

東 ア ジ ア の 乾 燥 地 に生 育 す るハ マ ビ シ 科 （Zygophyllaceae）

の 植 物 で
1’5），古 くか ら医療 や 呪 術 を用 い た 宗教 行 事 な ど

に 用 い られ て い る
c8 ）t 種 子 や 根 に は 幻 覚成 分 で あ る

harmalineや harmineな ど多 数 の β　−carbolines を 含み
9’14｝，

モ ノ ア ミン オ キ シ ダ
ー

ゼ （MAO ） の 阻 害活 性 や，脳 の 中

枢 神 経 へ の 作用 が 報告 され
Is’ls），人 に よ る 中毒 事故 の 他，

R 　harmataの 自生 地 で は ラ ク ダ等 の 家 畜に よ る 中毒例 が 報

告 され て い る
19）．薬 物 と して 乱 用 され る こ の 種 子 が ，他

の 植 物 種 子 と鑑 別 あ るい は鑑 定が 可能 か 否 か は 明 白 で は

な い ．

　 そ こ で ドラ ッ グ と して 市販 され て い る種 子 と種 子 交 換

で 海 外 か ら導 入 した P 伽 脚 1α の 種 子 を 同 じ条 件 で 播

種 ・育 成 し，そ の 形 態 を比 較 して，そ の 同 定 作 業 を進 め る

一
方 ，本 種 子 の 鑑 定 方 法 に つ い て 考 察 した．さ らに本 植 物

に よる 中毒 事 例 も海 外 か ら報 告 され る こ とか ら，種 子 を は

じめ葉 や 根 な どの harmaline及 び ha1mineの 分 析 を行 い ，

そ の 有害 性 に つ い て 検 討 し た．

Table　1．　Harrnala　sold 　as 　a皿 abuse 　drug　and 　used 　fbr　experimerits

SampleLocality Year 　　 sales　place

H一董　　 Shibuya　 渋 谷 　　　 2003　 Specialty　store

H−2　　 Shimokitazawa下 北沢 2004　 Specia］ty　store

H ・3　　 Shinjyuku　新宿　　　20（レ4　 RoadSide 　stand

H−4　　 Shibuya　 渋谷 　　　 2005　 Specialty　store

Tablc 　2．　Peganum 　harmala　used 　for　experiments

Sample Acquisition　place Year

S−1S
−2S
−3S
−4S
−5S
−6

Bonn，　Ge「ma 皿y
Kiev，　疋丿kraina
Padov亀　Italia
Lyon，　F『ance
Zagreb，　Croatia
Leipzig，　Germa 皿y

200420042004200420

（塾42004

　　　　　　　　　実験材料 及 び方法

1．実験材料

　 ドラ ッ グ と し て 販売 され て い た ハ ル マ ラ II−1〜4 は ，

2003年か ら 2005年に か けて 都内 の 輸入 雑貨店等 で 購入 し

た （ぬ ble　 l）．　 R 　harmala の 種 子 S・1〜6 は い ず れ も 2004年

に，海 外 の 植 物 園 な どか ら種 子 交 換で 導入 した （Table　2）．

2 ．形 態観察

　H・1〜4及 び S4 〜6 の 種 子 の 形 態 観察 を実 体顕微鏡で 行

っ た．表 面 構 造 に つ い て は 走査 型 電 子 顕微鏡 （日立製作 所

S−800 型 ） で 観 察 した．試 料 は 乾燥 種 子 をイ オ ン ス パ ッ タ

法 に よ り白金 パ ラ ジ ウム で 金属 蒸着 した．

　 種 子 重 量 （20 粒 重 ） の 計 測 は各材料に つ き 2〜5 反 復，

大 き さ （長径 X 短 径）の 計 測 は 10反 復 行 っ た ．

　ま た，植物 の 形 態 観 察 に は，H −1〜4 及 び S−1〜6 の 種子

を，園芸 用 土 壌 を 充填 した 112，000a ワ グネル ポ ッ トに 播

種 し，発 芽 後 各成長 段 階 で の 形態 を観察 し た．播種は 各試

料 3 ポ ッ トで 行っ た．

3．成分 分 析

　標 準 品 ： harmalineは hamlaline塩酸塩 二 水 和 物 C！3H14

N20 ・HCI ・2H20 （和 光 純 薬 工 業製，化 学用 ），　 harmineは

hamine塩 酸 tS　Ct3Hl2N20・HCI （和 光 純 薬 工 業製，化 学用 ）

を用 い た （Fig．1）．

　試 料 粉 末 の 作 製 ：H −1〜4 及 び S一萋，S−4，　S−6 の 種 子 を粉末

に した．1年 生株 の 根 ，茎 及 び 葉 は 2003 年 6 月 に 3 株

掘 り上 げ，水洗 後凍 結乾 燥 し，全 量 を 粉末 に し た．枯 死 し

た茎 及 び 葉は 2004 年 1 月 に採取 し，天 日乾燥 後 粉末 と し

た ．2 年 生株 の 根，茎 及 び 葉は 2004年 6 月 に 3 株 掘 り上

げ水 洗 後凍結乾燥 し 全 量 を粉末に し た．種 子 は 同年 9 月 に

播種 し，天 日 乾燥後粉末に し た，

　定性分析用試料溶液の 調製 ： 各試 料 500mg をメ タ ノ
ー

ル 100ml で 15分間超音波抽出 した．抽出液 を減圧 下濃縮

し得 られ たエ キ ス を 0」N 塩 酸 水 溶液 30m1及 び ク ロ ロ ホ ル

ム 3ernlに溶 か し，液一液 分 配 を行 な っ た．次 に 水層 を分 取

し，IN ア ン モ ニ ア 水 で ア ル カ リ性 と した 後 ， ク ロ ロ ホ ル

ム 30mlを加 え再 度分 配 した．ク ロ ロ ホル ム 層 は 少 量 の 水で

洗浄 した 後，無水 硫酸ナ トリ ウム で脱 水 した．硫酸ナ トリ

ウム を ろ過 し，そ の ろ 液を減圧留去 し 孔 C 用試料 とし た．

　TLG による確認試験 ： 薄層版 は Kieselgc160 　F254　pre・

◎Datcd，10cm × 20cm，　O．25mm （メル ク社製），展開溶媒 は ク

ロ ロ ホ ル ム ： メ タ ノ
ー

ル ： ア ン モ ニ ア 水＝50 ：5 ： 1．検出

は 暗所下 UV365nm 及 び 254  で 観察後，ドラーゲ ン ドル

フ 試薬を噴霧 し，陽性 ス ポ ッ トを調べ た，

　定量分析用試料溶液の 調製 ：試 料 SOmg を移動 相 （メ タ
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Tablc　3．　Size　and 　20・grain　weight 　of 　Pegan翼醒 harmala

　　　　Long　length　　Short　length　　　　20−grainSample
　　　　　 〔mm ）　　　　 （mm ）　　　 weight 〔mg ）

S＿1　　　 3．2：ヒ0．1
S−2　　　3．9± 0．3
S”3　　　 3，4± 0．1
S−5　　　　3．4± 0．2

L7±0．21
．9± 0．21
．8士 0．11
．9± O．2

53．7±2．9
55．3± 2953

．9± 2359
．0± 2．3

CH3 NH

Fig．　L　Chemical　str 鯛 ctロres 　ofHarmaline （1）and

　　　Harmine （2）

ノ
ー

ル ：水 ：SDS ・リン 酸 混 合液 ）45ml で 30分間超音波

抽出を行 な い ，冷後正 確に 50ml と し た，そ して そ の
一

部

を 0．45 μm の フ ッ 素樹脂 メ ン ブ ラ ン フ ィル タ
ー

に 通 し，定

量 用 試 料 と し た．

　HPLC に よる定量 ： ODS カ ラ ム を使 用 し た HPLC で ，

harmaline及 び hanmine を ピー
ク 高 さ法 で 定量 し た．

HPLC 　condition ：Column 　；　TSK 　gel　ODS ・80Ts　5　pm 　4．6×

250mm ，　Colu  temp ．；40℃，　Solvent；MeOH ：H20 ：SDS ：

H3PO4 （770　ml ：230　m1 ：6g ：1ml），　Flow ；1．O　ml ！min ，　Del．；

PDA （340　nm ），

Table 　4．　Size　and 　20−grain　weight 　ef 　Hamala 　sold

　　　　as　an　abuse　drug

・ample
　

b

嬲
ゆ Sh

留
鋲h

飆 匙、

12

勹
」

4

　
　

ロ
　
ロ
　
　

HHHH 3．4 ± 0．33
．4± 0，23

、5± 0．23
．5± 0．2

1，7：ヒ0．2　　　　65．0± 2、8
1．8± 0．1　　　　65．7± 3，6
1．8± 0．1　　　　65．9± 2．3
1．7±0．1　　　 63，1± 1．9

　　　　　　　　　　 実験結果

1．種子 の 形 態

　市 販 ドラ ッ グ H・1〜4 は ，い ず れ も ビニ
ー

ル 袋 に入 っ た

植物 の 種 子 で わ ず か に茎 と果 皮が 混 入 して い た．種子 の 形

状 は褐 色か ら黒 褐 色で 三 稜 形 を呈 し（Fig．2−A ，　 Fig．3），実

体顕微 鏡及 び 走査型 電 子 顕 微鏡で 表 面 を観察 した と こ ろ，

い ず れ も細 か い 凹 状 構 造 を示 した （Fig．2−B）．各試料 の 20

粒 重 は 63．1 ± Lgmg か ら 65．9± 2．3mg で ，形 状 は 長 径が 3．4

土 0．2  か ら 35 ± 0．2mm ，短 径 が 1．7 ± 0．　lmm か ら 1．8±

0．1mm で あ っ た （Table　3）．

　海外か ら導入 した R 　harmala の 種子 S−1〜6 も同様 の 形

態を示 し （Fig．3），そ の 表 面 もい ずれ も細 か い 凹状構造を示

し た．各試料の 20粒重は 53，7± 2．9mg か ら 59．0± 2．3mg ，

形状 は 長径 が 3，2± 0．lmm か ら3．9± 0．3mm ，短径 が 1．7±

0．2  か ら 1．9± 0．2  で あ り，市販 ドラ ッ グ よ りやや軽

量 で あ っ た が 形 状は ほぼ 同 等で あ っ た （Table　4）．

2．植物 の 形 態観察

　H −1の 種 子 は 播 種 後 1週 間か ら 2 週 間で 発 芽 し（Fig．2一

C），さ らに ，1 週 間程度で 本葉 を展 開 し た．茎 は 直 立 し，

高 さ 30〜60cm に な り，基部か ら四 方に 分 枝 し（Fig．2−D ），

断 面 は 円形 で 稜 が あ り，植物体は 無毛で もむ と異 臭 を発 し

た ．葉 は互 生 し（Fig．2−E｝，線形 ま た は披 針 状線 形 で 3〜 5

裂 に全裂 し（Fig．2・F ），裂片 長 は 1〜3，5mm ，裂 片 幅 は 1．5

〜3mm で あ っ た ．花 は 単 生 し，白色 か ら淡 黄 緑 色 で 到 卵

状 楕 円 形 の 花弁 を 5 枚付 け た（Fig．2−G ）．花 期 は 6 月 〜7 月

上 旬．7 月 下旬 に は 7〜IOmm の 果 実 を形 成 し（Fig．2−H ），8

月 に は 種子 が成熟 し た．そ の 他 の H−2〜4 に っ い て も同様

に栽 培 した と こ ろ H−1 と同様 の 形 態 を示 し た．ま た， S4

〜6 も生 育や，草 姿，草 丈，茎 ，葉 な どは ，H−1 と変 わ ら

ず，ま た，開花 した S・4 の 花 の 形 態 も同
一

で あ っ た．

　Rharmala の 形 態 は 中 国植 物 誌 D 及 び 中国高等 植 物
2）

に は，植 物 体 は無毛，葉 は線形 ま た は 披針 状線形 で 3〜5

裂に全裂 し，裂片長 は 1〜35mm ，裂片 幅 は 1．5〜3mm と

記 載 され る．同 属植物 で あ る Rnigeilastrumは，や や 小 さ

く，草丈 10〜25cm ，短 く硬 い 毛で 被 われ ，葉は 2〜3 回 線

形 に深裂 し，裂片長 は 0．7〜10mm で 幅は lmm に 満た な く，

Rharmala と明 らか に 異なる，ま た か つ て Rharmala の 亜

種 とされ た Rharmala 　L．　yar．　multisecta 　Maxim ．は，現 在 P

muttisectum と称 され る が，幼植物期 に毛で 被 われ る特 徴 が

あ り，茎は 倒伏 し，葉 は 2〜3 回 線形に 深 裂 し，裂片基部

と葉軸 が 直角 に 交わ る と記述 され る．裂片長 も 6〜12mm ，

幅 も 1〜1．5mm で 細長く，Rharmala とは 明 らか に し識 別
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可能な形態 で ある．

　以上 の 形態観察 か ら，こ れらの 市販 ドラ ッ グ H −1〜4 及

び導入 し た植物 S・1〜6 は い ずれ もR 　harmala と同定 し た．

1　 翌　螢　1VV 　VI I　 E　皿　1VV 　V匸

口

く

Fig．　4．　TLC 　patterns　ofvarious 　orga 皿 ofH −1

　　 Developmerit ：CHC13−MeOH −28％NH40H ，50：50：1，
　　 DeteCtion：A，　UV 　365　nm ；B，　UV 　254　nm ．
　 　 1：Seed，矼：Leaf，皿：Stem，　N ：Root，
　　 V ：Harmine ，Vl：Harmaline

0．018

0．010

0．000

1 皿

0f 且O　　　 l5 　　　 20　　　 25　　　 30　min ．

Fig．5．　HPLC 　ofharmine 　and 　harmarine 　extracted 　from
　 　 　 H4

　　 HPLC 　condition ：Colu  ；TSK 　ge且ODS −80Ts　5  

　　 4．6x250 　mm ，　Column 　temp．；40
°
C ，　Solvent；McOH ：

　　 H20 ：SDS ：H3PO4（770　ml ：230　mi ：6g ：1ml ），

　　 Flow ；1．O　mYmia 　Det．；PDA （340   ）．

　　　1 ：Harmaline
，
皿 ：Harrnine

3 ．harmaヨine及 び harmineの 確認

　H 一蓋に つ い て ， 種 子，葉，茎 及 び 根 の ア ル カ ロ イ ド成 分

を TLC で検討 した．種 子 か らは Rf値 05 に暗所 で，　UV 　365

nm を照 射す る と青 葩 の 蛍 光 を発 す る harmalineの ス ポ

ッ ト，Rf値 0．6に，　 urV　365　nm を 照 射する と青色の 蛍光を

発 し，UV 　254　nm を照射す る と青紫色を示 す ba    e の ス

ポ ッ トを検 出 した （Fig．4）．ま た ， 両 ス ポ ッ トは，ドラ
ー

ゲ ン ドル フ 試薬を噴霧す る とい ずれも朱色を呈 した．根 は

種子 と同様に 2 成分が 検出され たが，茎は harmineの み で

hamialineは 検出され なか っ た．葉 に つ い て は，6月 に採取

した 1 年生株，2 年生株か らは 2成分とも検出 され なか っ

たが ，1月 に採取 した枯死 した株か らは harrnineを検 出 し

た．

　HPLC 分析 で も種 子 及 び 根に は Rt　12．1　min ，　12．6　min に，

harmalineと harmineの ピークが 検出 され （Fig．5），　PDA か

ら得 られ た UV ス ペ ク トル は それ ぞれ 標 準 品 の UV ス ペ ク

トル と
一一
致 した ．しか し茎 か らは harmineの み で あ り．

hannaline検 出 され な か っ た．ま た 生 育株 の 葉 か らは 2 成

分 と も検 出 され ない が，枯死 した株 の 葉か らは 茎 と同様 に

harmineの み を検出 した．

4，harmaline及 び harmine の 定量

　harmaline塩 酸塩 二 水和物 0．0041〜O．52　Vg を HPLC に 注

入 し，ピーク高 さ法 に よ り 4 点検量 線 を作成 した とこ ろア

＝107．8x＋ 230．O　 r；0．999 の 直線性 が得 られ た．　 harmine

塩 酸塩 の 0．041〜0．51 μ g を HPLC に 注入 し，ピー
ク 高 さ法

に よ り4点検量 線 を作成 した と こ ろア
＝223．5x ＋ 356．4　 r＝

0．9999 の 直線性 が 得 られ た．

　 以 上 の こ とか ら，　harmaline及び hamine の 定 量 分析は可

能 と判 断 し，市販 ドラ ッ グ （H−1．2，3，4）及 び Rharmala

（S−1，2，3） の 種子 ，さらに H−1 を栽培 し得 られ た 1年生

株の 葉，茎，根，2 年生株の 種子，葉，茎，根 に含まれ る

harmaline及 び harmineの 定量分析 を行 っ た．

　そ の 結果 都内で 購 入 した市販 ドラ ッ グと種子 交換 で 導

入 した R　harmalaの 種子の ha  aline 及 び harmine含量 は，

前者 は harmaline含 量 が 55．8mg か ら83，1mg ，平均 67．6　mg ，

ha  ine含量 が 27．2mg か ら 70．9mg，平均 45．O　mg で あ っ

た．後者 は harmaline含量 が 87．Omg か ら ll9．2mg 平均

105．Omg で ，　hamine 含量 が 39．7mg か ら 105．9mg 平均 65，8

mg で あ り、市販 ドラ ッ グ の 含量 が い ず れ も低 い 値 を示 し

た （Table　5）．

　市販 ドラ ッ グ H −1 を発 芽 させ 成長 させ た 植物の 各器官

の ha  aline 及 び harmine含量 は ，根 で は 1 年生株 の

h  aline含量が 0．4± 0．4mg で，2年生株が O．5± O．4mg で あ

っ た．harmine含量は 1年生株が 27．5± 2．6mg で ，2 年生株

が 34．4± 5．4mg で 根 には 両 成分が 含まれて い た．根に お い

（38）
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Table　5．　Contents　of 　harma亘ine　and 　hamline　in　Harrnala（H −1
　　　

〜H−4）sold 　as 　abuse 　drugS　and 　the　seeds 　of 　Peganum

　　　 hczrmata（S−1，S−4，　S−6）

Sample No，
Contents　of （m919 ）

Harrnaline H   ine

H−1〜H4 　 　　 　 4

S−1，S4 ，　S−6　　　3

67．6：ヒ11．韮＊
　　　 45．0：ヒ18．8＊

重05．0± 16．4＊　　　　65．8± 35．2＊

＊Average ± SD

Table　6．　Contents　ofharrnaline 　and 　harmine　of 　each 　orgafi

　　　 ofPeganum 　harmata　cultivated 　from　H−1

・・gan 論鷹 ぎ、
Contents　of 　m 　

＊

Ha 皿 aline 　 Harmine

　 　 　 　 　 Leaf　　　 Jun，2003
0ne 　ycar　　Stem　　 Jun．2ひ03
0 量dplant　　 Root　　　Jun．2003
　 　 　 　 Dead　leaf　 Jan．2004
　 　 　 　 Dead　stem 　 Jan．2004

N ．D ．　　　 N ．D ，
ND ．　　　 1．0± 0．2
0．4± 0。4　　275 ± 2．6
N ．D ．　　　 0．97
N ．D ．　　　 0．93

Seed　　　Sep　2004　　 95．7± 5．6　　55．7± 7．4

Two 　years　Leaf　　 Jun．2004
01d 　plant　　Stem 　　　　JurL　2004

　 　 　 　 　 Root 　　　　Jun．2004

N ．D ．　 　　 ND ．
N ．D ．　 　　 0．2± 0．4
0．5：ヒ0．4　　 34．4±二5．4

＊Average± SD 　of3 　individuals

て は，hanmalineよ り harmineが 高含 量 で あ っ た （Table　6）．

　茎 で は harmine含量 が 1年生 株 1．O± O．2mg で あ り，枯死

し た株 で は 0．93mg で あっ た．2年生株 の 茎で は O．2±O．4mg

で あ り，い ずれ も低含量 で あ っ た．ま た，harmalineは 茎

で は検 出 され なか っ た．葉 につ い て は ！年 生株，2年 生 株

で harrnaline及 び ha  ine共 に検 出 され なか っ た が，枯死

した葉 か らは harmineが 僅か に検出 され た．

　種 子 は 2 年 目の 9 月 に収 穫 し た が，そ の 分析結果 は

harmalineが 95，7± 5．6mg，　h  ineが 55．7± 7．4mg で 共 に 高

含量 で あっ た（Table　6）．

　　　　　　　　　　考　 察

　乱用薬物ハ ル マ ラ と し て 入 手 した 植物種子 は い ずれ も

Rharmala を原植物 で あ る こ とを，今回種子 を播種させ ，

生 育 に と もな う形態観察か ら証明 した．市販 ドラ ッ グ及 び

種子 交換 で 入 手 した Rharmala 種子 は い ずれ も三 稜形を

呈 し，文 献 記 載
］・2） と一致 す る もの で あ る．中国に 自生 す

る他 の Peganum 属植物 で あ る RmultiseetUm　Bobr．及 び R

nigellastrum 　Bunge の 種子 は，前者が 三 角形，後者が 紡錘

形 で あ り， Rharmala と明 らか に 異な る と考察 して い る，

　 ハ ル マ ラの 鑑 定方 法 と し て は 以下の 確認 が必 要 で ある．

  種子の 大 きさ，長径 短径，褐色〜黒褐色 の 三 稜形を確

認す る （Fig．2−A ，　 Fig．3）．  種子 表面 を実体顕微鏡ある

い は 走査 型 電子顕微鏡で 観察 し，細か い 凹状構造を確認 す

る （Fig．2・B）．ま た，　 hartnaline及び hamlineが 高含量 で あ

る こ とか ら，  こ れ らの 薬物をク ロ マ トグラ フ ィ
ー

で分析

し確認する．な どで あ る．特に TLC 分析は Fig．4 に示 す

よ うに hamiine 及び harmineが 特異な蛍光ス ポ ッ トと し

て 出現す る優れ た鑑別法と考える，

　 ま た，市販 ドラ ッ グ及び種子 交換で 入 手 した 種子 につ い

て h  aline 及 び harminc　figを調べ たとこ ろ，　 Table　5 に

示 す よ うに 市販 ドラ ッ グの 方が 低い 値を示 した．熟 した果

実は hannaline及び hamine 含量が 高くなる と，　 Degtyarev

らは 報告
12｝して い る．こ れか ら類推す る と，市販 ドラ ッ

グに も，未熟な種子 が 含まれて い た可 能性 は否 定 で き な い ．

　Harmaline，　harmineなどの B −carbolines は 幻 覚作 用 の 他，

脳 の 特定部位 に 蓄積 し
2°），中枢神経系 の 海綿状変性 や肝

細胞の うっ 血 な どを引き起 こ す
2i）

と報告 され て い る．そ

の
一一

方で ，β・carbolines は MAO 阻害剤 と して DMT 等 の

薬物作用の 増強を図 る こ とが知 られ て い る
7・15・22 −24），

Table　6 に示 す よ うに，他 の 植物器 官 に 比 べ 種 子 に は極 め

て 高含量に 存在する が，そ の 含量変動 は 大 き く，一定 で は

ない ．乱 用 薬 物 と して 興 味 本位 に，harmaline，　 harmine含

量 の 高い 成熟 した 種 子 を服 用 す れ ば，予 想 もしない 健康被

害が 懸 念 され る．
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Fig. 2.Morphological characteristics  of  Harmata  used  as  an  abuse  drug (H-1) and  plant body of

Paganam  hannala cult;yated  from H-1

A:  Angular  brownish  seeds,  B: Alyeolate structure  on  surface  of  seeds,  C: Seedlings,
D: Erect, glabrous, perennial herbaceous and  terete below,  angted  abave,  much-branched

stems,  E: Leaves alternate  (arrows), F: Deeply  and  irregularly pimnatisect leayes,
G: Flower  (from June to early  July), H: Capsules and  seeds  (arrows}
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Fig.3. Seeds of  Harmata  used  as  an  abuse  drug

  A: H-2, B: H-3, C: H-4,  D:S.1,  E: S.2, F:and

 Peganum  hartnala

S-3, G:S-5
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